
一般質問

平成２６年（２０１４年）１月２６日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、２４人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは （公明）＝市議会公明党
（政和）＝政和会
（フォ）＝フォーラム小平
（共産）＝日本共産党小平市議団
（生ネ）＝生活者ネットワーク
（虹ひ）＝虹とひかり
（みな）＝みんなの党小平の会
（志政）＝志政クラブ

行
政
一
般

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
自
主 

財
源
の
確
保
等
の
視
点
か
ら
、
公
有

の
駐
車
場
を
民
間
と
の
提
携
に
よ
り

管
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

渦
公
用
の
乗
用
車
は
民
間
の
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
市
民
文
化
会
館
西
側
駐
車

場
で
実
施
し
て
い
る
。
実
施
に
は
、

面
積
や
採
算
性
等
の
条
件
や
利
用
状

況
等
の
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
台
数
の
削
減
が
優
先
課
題
と
考

え
て
い
る
が
、
車
両
の
有
効
活
用
や

公
用
車
の
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
の
観

点
か
ら
、
他
市
等
の
状
況
も
見
き
わ

め
な
が
ら
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
市 

の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る

考
え
と
取
り
組
み
は
。

　

渦
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
パ
ソ
コ
ン

を
更
新
す
る
考
え
と
時
期
は
。

市
長　

臼
市
民
に
対
す
る
信
頼
獲
得

や
組
織
の
社
会
的
役
割
と
し
て
重
要

な
課
題
と
考
え
て
お
り
、
研
修
な
ど

の
人
的
対
策
や
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ

ト
の
導
入
な
ど
の
技
術
的
対
策
、
管

理
区
域
へ
の
立
ち
入
り
制
限
な
ど
の

物
理
的
な
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

渦
基
本
的
な
方
針
と
し
て
本
年
度

中
に
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
な
ど
の
上
位

Ｏ
Ｓ
に
順
次
更
新
す
る
予
定
で
あ
る
。

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
都 

市
計
画
税
を
も
と
に
し
て
今
後
実
施

民
間
の
活
用
で
戦
略
的
な
駐
車
場
経
営
と

公
用
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

サ
ポ
ー
ト
期
限
切
れ
と
な
る

市
の
パ
ソ
コ
ン
へ
の
対
応
に
つ
い
て

都

市

計

画

税

率

の

引

き

下

げ

に

つ

い

て

し
て
い
く
予
定
の
事
業
は
。

　

渦
現
行
の
０
・　

％
と
０
・
２
％

２７

に
減
税
し
た
場
合
の
各
概
算
税
額
は
。

市
長　

臼
市
街
地
整
備
の
促
進
と
し

て
小
川
駅
西
口
地
区
等
の
再
開
発
事

業
や
小
川
四
番
土
地
区
画
整
理
事
業
、

都
市
計
画
道
路
の
整
備
と
し
て
小
平

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線
等

２３

の
整
備
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

　

渦
現
行
税
率
の
調
定
額
は　

月
末

１０

現
在
で
、　

億
７
千
８
百　

万
円
を

２４

６４

見
込
ん
で
い
る
。
０
・
２
％
の
税
率

で
計
算
し
た
場
合
は　

億
３
千
６
百

１８

万
円
程
度
で
あ
る
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
武
蔵 

村
山
市
が
昭
和
病
院
組
合
か
ら
脱
退

の
意
向
を
表
明
し
た
が
市
の
認
識
は
。

　

渦
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合

や
湖
南
衛
生
組
合
の
事
業
に
影
響
は
。

市
長　

臼
多
摩
地
域
で
の
昭
和
病
院

の
重
要
性
に
加
え
、
歴
史
的
な
つ
な

が
り
や
広
域
的
な
相
互
協
力
の
関
係

等
を
踏
ま
え
、
脱
退
を
思
い
と
ど
ま

っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
設
置
さ
れ

て
い
る
一
部
事
務
組
合
だ
が
、
全
体

の
信
頼
や
相
互
協
力
の
関
係
か
ら
脱

退
の
意
向
表
明
が
影
響
を
及
ぼ
す
の

は
否
定
で
き
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
中
央 

公
民
館
へ
の 
Ｗ  
ｉ 

ワ 

イ 
倆 フ 
Ｆ  
ｉ 
の
導
入
が

ァ 

イ

進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

渦
災
害
時
に 
Ｗ  
ｉ 

ワ 

イ 
倆 フ 
Ｆ  
ｉ 
環
境
が

ァ 

イ

整
っ
て
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

教
育
長　

臼
一
部
の
利
用
者
か
ら
設

昭
和
病
院
組
合
な
ど
、一
部
事
務
組
合
に

対
し
て
の
市
の
見
解
を
問
う

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
を

受
発
信
で
き
る
環
境
整
備
を

置
の
要
望
が
あ
る
が
、
経
費
や
費
用

対
効
果
の
面
か
ら
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
複
数
の
中
か
ら
ど
の
事

業
者
を
採
用
す
る
か
に
つ
い
て
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
や
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
動
向

等
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

市
長　

渦
災
害
時
の
情
報
収
集
や
家

族
等
の
安
否
確
認
を
行
う
な
ど
、
情

報
伝
達
手
段
の
一
つ
と
考
え
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
行
政 

評
価
に
対
す
る
現
在
の
総
括
は
。

　

渦
第
三
者
評
価
に
対
す
る
見
解
は
。

市
長　

臼
事
業
の
有
効
性
等
の
視
点

か
ら
分
析
と
評
価
を
行
い
、
次
年
度

以
降
の
施
策
や
事
業
の
実
施
内
容
等

の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多

く
の
職
員
が
評
価
票
の
作
成
に
携
わ

る
こ
と
で
改
善
意
識
の
向
上
に
つ
な

が
り
、
成
果
重
視
型
の
事
業
執
行
が

行
え
る
な
ど
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。

　

渦
市
が
行
う
行
政
評
価
は
業
績
測

定
の
側
面
が
強
く
、
客
観
性
は
十
分

保
た
れ
て
い
る
の
で
、
現
時
点
で
は

第
三
者
評
価
の
導
入
の
予
定
は
な
い
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
来
年 

度
予
算
の
各
会
計
へ
の
影
響
額
は
。

　

渦
消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
市
の
政

策
に
変
化
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
現
時
点
で
推
計
で
き
る
範

囲
で
は
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
及
び
下
水
道
事
業
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
総
額
で
３
億
９
百
万
円
の
歳

出
の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

渦
国
が
新
た
な
経
済
対
策
を
行
う

予
定
と
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
影

行
政
評
価
を
活
用
し
た
経
営
に
つ
い
て

消
費
税
増
税
に
よ
る
市
財
政
へ
の

影

響

は

い

か

に

響
は
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
市
民
生
活
へ
の
影
響
に
対
す

る
国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（
み
な
）　

臼
緊 

急
地
震
速
報
を
学
校
の
避
難
訓
練
に

活
用
す
る
こ
と
は
検
討
し
た
の
か
。

　

渦
自
転
車
事
故
激
減
に
向
け
た
啓

発
活
動
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長　

臼
平
成　

年　

月
に
緊
急

２４

１１

地
震
速
報
の
訓
練
用
音
源
を
録
音
し

た
Ｃ
Ｄ
を
全
て
の
小
・
中
学
校
に
配

付
し
、
避
難
訓
練
に
活
用
し
て
い
る
。

市
長　

渦
小
学
校
１
年
生
等
へ
の
自

転
車
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
配
布
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
市
民
向
け
の
交
通
安

全
講
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
市
報
に
自
転
車
の
交
通
安
全
に
関

す
る
コ
ラ
ム
の
掲
載
を
始
め
た
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
市 

民
協
働
や
市
民
参
加
に
つ
い
て
の
研

修
は
恒
常
的
に
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

　

渦
男
女
共
同
参
画
な
ど
新
し
い
テ

ー
マ
で
の
研
修
の
導
入
の
検
討
は
。

市
長　

臼
自
治
基
本
条
例
や
協
働
へ

の
理
解
を
深
め
、
推
進
を
図
る
た
め

の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
職
員
が
参
加
と
協
働
の
理
念

を
仕
事
に
生
か
せ
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

渦
１
月
に
男
女
共
同
参
画
が
テ
ー

マ
の
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。
他
市

等
の
情
報
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
新

人
材
育
成
基
本
方
針
を
踏
ま
え
新
し

い
研
修
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
市 

民
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
文
書
管
理

　

＋
α
の
公
約
を
市
の
政
策
と
し
て

６０い
か
に
実
現
し
て
い
く
か
等
を
問
う

自
治
と
多
様
性
の
視
点
か
ら
の

職

員

研

修

に

つ

い

て

情
報
公
開
の
礎
で
あ
る

市
の
文
書
管
理
に
つ
い
て

の
あ
り
方
は
。

　

渦
文
書
管
理
規
程
の
条
例
化
は
。

市
長　

臼
市
民
が
求
め
る
情
報
を
容

易
に
検
索
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
は
、
市
政
を
説
明
す
る
責
任

を
全
う
す
る
た
め
に
必
要
と
考
え
る
。

具
体
的
に
は
、
小
平
市
情
報
公
開
条

例
第　
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
現
在
、

３２

庁
舎
１
階
の
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
に

公
文
書
の
目
録
を
備
え
つ
け
て
い
る
。

　

渦
文
書
管
理
は
市
の
内
部
事
務
の

た
め
現
段
階
で
は
条
例
化
の
考
え
は

な
い
が
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す

る
法
律
の
内
容
を
踏
ま
え
、
文
書
管

理
規
程
の
見
直
し
等
を
検
討
す
る
。

都
市
整
備

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
小
川 

駅
西
口
再
開
発
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　

渦
小
川
駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
的
は
。　

市
長　

臼
再
開
発
準
備
組
合
で
は
、

平
成　

年
度
の
都
市
計
画
決
定
に
向

２６

け
て
公
共
施
設
等
の
基
本
計
画
な
ど

事
業
計
画
案
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
駅
前
広
場
の
未
整
備
や
生
活
道

路
の
交
通
環
境
問
題
等
の
課
題
に
つ

い
て
、
上
位
計
画
で
は
描
き
切
れ
て

い
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
具
現

化
す
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
の
案
を
作
成
し
、
現
在
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

臼
大
規 

模
開
発
の
際
に
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
事
前
に
協
議
さ
れ
る
の
か
。

　

渦
大
規
模
開
発
に
至
ら
な
い
規
模

の
開
発
に
関
す
る
市
の
か
か
わ
り
は
。

市
長　

臼
事
業
区
域
と
そ
の
周
辺
に

小

川

駅

周

辺

地

域

の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

開
発
で
変
わ
り
行
く
ま
ち
の
安
全
対
策
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

お
け
る
新
設
道
路
と
既
設
道
路
と
の

接
続
部
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

開
発
事
業
主
と
協
議
し
て
い
る
。

　

渦
開
発
事
業
主
が
、
近
隣
住
民
の

交
通
安
全
対
策
へ
の
意
見
を
集
約
で

き
る
機
会
を
設
け
、
そ
の
意
見
に
基

づ
く
安
全
対
策
を
開
発
事
業
主
と
協

議
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て

交
通
管
理
者
と
も
協
議
し
て
い
る
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
計
画 

交
通
量
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

渦
道
路
公
害
に
係
る
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
は
十
分
と
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
都
か
ら
将
来
交
通
需
要
推

計
と
し
て
、
五
日
市
街
道
か
ら
青
梅

街
道
ま
で
の
約
１
・
４
㌔
メ
ー
ト
ル

区
間
の
計
画
交
通
量
は
、
供
用
開
始

年
度
の
平
成　

年
度
で
１
日
に
３
万

３１

３
千
台
か
ら
３
万
４
千
２
百
台
と
予

測
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
環
境
影
響
評
価
は
事
業
主
体
で

あ
る
都
が
法
令
に
基
づ
き
実
施
し
、

都
環
境
影
響
評
価
審
議
会
の
審
査
を

経
て
適
正
に
調
査
、
予
測
、
評
価
が

行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
２
・
８
号
府
中
所
沢
線
の

情
報
収
集
は
急
務
で
あ
る

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
福
祉 

会
館
、
地
域
セ
ン
タ
ー
、
ル
ネ
こ
だ

い
ら
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設
置

状
況
と
今
後
は
。

　

渦
仲
町
第
２
公
園
、
大
沼
か
す
み

公
園
の
排
水
設
備
の
今
後
は
。

市
長　

臼
福
祉
会
館
に
有
料
の
貸
出

備
品
と
し
て
１
台
、
小
川
町
二
丁
目

地
域
セ
ン
タ
ー
に
１
台
あ
り
、
ル
ネ

こ
だ
い
ら
に
は
設
置
し
て
い
な
い
。

今
後
は
、
貸
し
出
し
状
況
や
財
政
状

況
等
を
踏
ま
え
必
要
な
対
応
を
図
る
。

　

渦
仲
町
第
２
公
園
は
近
年
中
に
雨

水
処
理
能
力
を
高
め
る
措
置
を
講
じ
、

大
沼
か
す
み
公
園
は
緊
急
性
等
を
考

慮
し
な
が
ら
、
適
宜
対
応
し
て
い
く
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
ス 

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
行
政
と
し
て
の
役

割
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

渦
体
育
施
設
の
利
便
性
が
後
退
し

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長　

臼
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
、

体
育
施
設
の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
、

多
く
の
市
民
が
参
加
し
や
す
い
事
業

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
等
と
考
え
る
。

　

渦
現
在
の
利
用
者
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
利
用
す
る
人
も
含
め
て
、

利
用
者
全
体
の
利
便
性
が
図
ら
れ
る

よ
う
管
理
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

市
民
要
望
の
多
い
公
共
施
設
の

音
響
設
備
や
排
水
設
備
の
今
後
に
つ
い
て

市

民

総

合

体

育

館

を

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
に

公共
　施設

滑
市
役
所
１
階
の
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー


